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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第2問 問５ 「１３」

正解率 65.5％
SS70～75 ９４．５％
SS65～70 ９０．０％
SS60～65 ８７．８％
SS55～60 ８２．１％
SS50～55   ７３．１%
SS45～50   ６２．３%

～４５ ４０．４％

第２問 問５ 「13」現代社会

202３年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「現代社会」
受験者数： 53,029人
平均点： 4６.５点
標準偏差： 1４.９

【出典】 問題・集計結果データともに、202３年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

難民の定義にあてはまる事例を考える問題で、各学力層で差がついた
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第２問の問５は、難民条約における難民の定義を理解したうえで、出入国在留管理庁
に申請された実際の事例が難民の定義にあてはまるかを考察する問題で、各学力層
で差がつきました。

難民条約では、難民を「人種、宗教、国籍、政治的意見または特定の社会集団に属す
るなどの理由で、自国にいると迫害を受けるおそれがあるために他国に逃れた人々」と
定義しています。まずは、難民の定義について正確な知識が求められ、さらに、知識を
身につけたうえで実際の事例と関連づけて考察することができるかが問われました。

現代社会の共通テストでは、本問のように、学習した項目が私たちの社会のなかで実
際にどのような事例としてあらわれているかを押さえることも重要です。これからの２
か月半で実戦的な問題演習を重ねるとともに、既習事項を改めて整理しなおし、
ニュースなどを通して現実社会との関係を確認することが大切です。

さらに、共通テストでは、図やグラフ、表、文章などの資料を読解して、知識と組み合わ
せて判断する問題が出されます。既習の知識のみでは解答できないこともあるので、
限られた時間のなかで情報を整理し、問題に解答する練習を重ねることをご提案し
ます。

結 果 分 析

指導の ご提案

実戦形式の類題演習のご提案ページへ
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https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/231027/231027mos_2.pdf

